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日本 MOT 学会 

2011 年度年次研究発表会講演募集要項 
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 日産自動車株式会社	
 フェロー技術担当執行役員 
 

日本MOT学会は、昨年度に引き続き年次研究発表会を下記のとおり開催致します。つきましては、一
般講演発表の募集をいたしますので、皆様、奮ってご応募くださいますようご案内いたします。 
 
１	
 研究発表会概要  
開催日時：2012年 3月 17日（土）午前 11時から午後 5時 30分まで 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （応募件数により時間の変更の場合があります） 
場所：名古屋工業大学（御器所地区）（追って、ホームページ上にて案内します） 
応募等のスケジュール： 
ステップ１	
 講演募集	
 別紙用紙により 2011年 12月 10日までに応募ください。 
ステップ２	
 受諾の連絡を 2011年 12月末までにいたします。 
ステップ３	
 講演要旨集に掲載する原稿（A4で 4枚程度）を 2012年 1月 31日までに送付ください。

（様式は、後日、ホームページ上にて案内します） 
ステップ４	
 発表会当日は、パワーポイントにより各セッションに分かれ講演並びに討議に参加して

いただきます。 
２	
 応募資格  

発表者は当学会員に限らず、広く募集します。ただし、発表の優先順位を、学会員、非学会員（学

生、社会人学生）、非学会員（一般人）の順とし、発表者が多い場合には、上記の優先順位で発表者

を決めさせていただきます。ステップ 2の受諾の連絡の際に、発表の可否を決定し連絡を差し上げ
ます。 

３	
 開催趣旨  
	
 	
 日本MOT学会は技術経営（MOT）に関わる教育活動の推進や研究成果の集積などを目的として2006

年に設立されました。それ以後、会員数は毎年着実に増加するとともに、学会に投稿される論文は

質量ともに充実してきております。さらに昨 2010年度には 3月に関西（立命館大学南草津キャンパ
ス）で第 2回研究発表会が盛況のうちに実施されたところです。このような状況を踏まえ、なお一
層の技術経営学の発展と学会設立の目的を達成するために、本年度は名古屋地区において研究発表

会を開催することといたしました。本研究発表会においては、技術経営学に関する高水準の発表と

建設的で活発な議論が展開されるべく、本学会会員を始めとして多くの専門家、実務者あるいは研

究者の積極的な参加を期待しております。 
４	
 期待する発表者、参加者像  

本研究発表会では主として次のような発表者や参加者を想定しておりますが、これに加えて技術経

営全般に関心のある方々の参加を強く希望しております。 
① 技術を基盤とする企業、研究開発機関等の経営者、管理者、技術統括責任者、研究者、技術者、
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開発者など 
② 技術経営に携わっている、あるいは関心のある専門家、コンサルタント、実務者など 
③ 技術経営系専門職大学院および同大学院に所属する教員、研究者、大学院生など 
④ 理工学系、社会科学系を問わず技術経営に関心のある教員、研究者、学生など 
⑤ 産学連携、イノベーション・システムなどに関心のある大学、企業、政府機関等の関係者 

５	
 講演発表の内容  
技術経営全般を対象としていますが、本研究発表会で特に関心のあるトピックは次のとおりです。 
① 技術基盤企業の経営戦略、マーケティング戦略 
② イノベーション研究、技術戦略、イノベーション戦略、研究開発戦略 
③ 品質管理、技術生産性、標準化 
④ 産学連携、イノベーション・システム、ベンチャー企業、ベンチャー・キャピタル 
⑤ サービス・イノベーション、サービス・サイエンス、製造業のサービス化 
⑥ 企業価値評価、知的財産、無形資産価値評価、知的財産戦略 
⑦ グローバル経済下の技術経営 
⑧ 技術経営教育 
もちろん、本研究発表会は技術経営学の発展を目的としておりますので、上記のトピックにとらわ

れることなく、技術経営学に関わる幅広い分野の発表を募集します。 
６	
 研究発表会の方法  

応募、採択された論文を関係深いサブジュエクトに分類しセッションごとに発表討議を行います。

各セッションは 90分、4人発表を基準とする（予定）。各人 12分発表、8分討議。各セッションに
はその分野に精通した座長並びにアシスタントを配置し、4人の発表者間並びにフロアーとの十分
なる討議により知識の交流、研究への示唆、参加者全員への理解と刺激を与えることを期待してお

ります。セッション参加者間のネットワーキング構築も重要な目的と考えております。 
７	
 申し込み方法  
	
 申し込み方法	
 別紙申込書に記入の上、メールまたは FAXで学会事務局あてに御送付ください。 

2011年 12月 10日必着 
申し込み先： 
〒105-0001	
 東京都港区虎ノ門 1－15－16	
 海洋船舶ビル 8階 
CANPANセンター ACNet内「日本MOT学会事務局」担当係 
Tel: 03-5251-3967      Fax: 03-3504-3909 
E-mail: ac159-mot@canpan.org 

８	
 参加費  
参加費として、MOT学会員からは、一人 2000円を徴収させていただきます。非会員からは 3000円

を徴収させていただきます。当日、受付でお支払いをお願い致します。 
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日本 MOT 学会事務局あて 

E-mail: ac159-mot@canpan.org	
 	
 	
 	
 	
 FAX: 03-3504-3909 

第 3 回年次研究発表会講演申込書  

 
発表題目  
氏名 (発表者に○)	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 学会資格有無	
 	
 	
 所属(企業名、大学名など) 
 
 
 
 
連絡先  
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 E-mail 
講演要旨 (２００字程度) 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表区分のためのキーワード（５ワード以内） 
 
 
希望する発表セッション  
	
 技術経営(全般) 
	
  
	
 特に関心のあるトピックス 
 
 
 


